


　漆器は，日本各地で作られています。小田原漆器の特色は，木の自然の

木目をそのまま生かしているところです。よく使われる木はけやきで，木

地職人が木を器の形にして，塗職人がうるしをぬって仕上げていきます。

　小田原漆器が作られ始めたのは，今からおよそ500年前といわれていま

す。箱根や伊豆には（木材やうるしなど）たくさんの良い材料があり，木

地を作る職人が集まっていました。小田原で漆器づくりの技術が発達した

のは，北条氏康の時代に，うるし職人が全国から集まってきたからだそう

です。また，小田原は東海道の宿場町として人々の行き来が多かったので，

生活によく使われる小田原漆器は一気に有名になりました。
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①すり(ぬり）
すりうるしをはけでぬる。
ぬりむらがないようにする。

②かんそう
風呂でかんそうさせる。
うるしは一日一回しかぬる
ことができない。

ふ ろ
③とぎ
よく日うるしをすいこんで
けば立った木地をろくろで
回し，目の細かいやすりで
なめらかにする。
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塗師は①から④を，３回，４回・・・とくりかえす。そうすることで，だんだんと

色のこいじょうぶな漆器ができあがる。
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　小田原漆器を作る職人には、木を削り器を作る木地師
と、その器にうるしを塗る塗師がいます。どちらの仕事
も、体でおぼえなければなりません。10年くらい修行
して一人前と言われますが、使う木のじょうたいや温度
によって、うるしのじょうたいも変化してしまうなど、
何年たっても勉強が必要です。そのため、自分で満足す
る漆器ができたときの感動もあります。小田原漆器の伝
統を守っていくためにも、若い職人さんを育てていくこ
とが大切です。ものづくりが好きな人は、ぜひ、後継
者として挑戦してみてください。そうすることで、小
田原漆器の伝統は続いていくはずです。
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伝統工芸士の大川さんの話
でんとう １人前の職人さん

になるには
大変なんだね。

漆器の体験教室を開いて
くれているんだね。
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